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【公表番号】特表2011-521081(P2011-521081A)
【公表日】平成23年7月21日(2011.7.21)
【年通号数】公開・登録公報2011-029
【出願番号】特願2011-510626(P2011-510626)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  59/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ   1/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  59/00    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月21日(2012.5.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）８７～３０重量％のポリアセタールホモポリマー、ポリアセタールコポリマー、ま
たはそれらの組合せと、
（ｂ）１０～６０重量％のＣ１－Ｃ６アルキルカルボン酸の１種または複数種のセルロー
スエステルと、
（ｃ）３～１５重量％の少なくとも１種の強化剤であって、
　　ｉ）熱可塑性ポリウレタン、コポリエーテルアミド、およびコポリエーテルエステル
からなる群から選択され、かつ－２０℃未満のソフトセグメントガラス転移温度を有する
熱可塑性エラストマー、
　　ｉｉ）式Ｅ／Ｘのエチレンコポリマーであって、Ｅがそのエチレンコポリマーの６０
～９０重量％を構成し、Ｘが１０～４０重量％を構成する、エチレンコポリマー、
　　ｉｉｉ）式Ｅ／Ｘ／Ｙのエチレンコポリマーであって、Ｅがそのエチレンコポリマー
の４０～８９．５重量％を構成し、Ｘが１０～４０重量％を構成し、Ｙが０．５～２０重
量％を構成する、エチレンコポリマー、
　　およびこれらの組合せ
　からなる群から選択され、
　Ｅが、エチレンから形成される基であり、
　Ｘが、ＣＨ２＝ＣＨ（Ｒ１）－Ｃ（Ｏ）－ＯＲ２

（式中、Ｒ１はＨ、ＣＨ３、またはＣ２Ｈ５（好ましくはＨまたはＣＨ３、最も好ましく
はＨ）であり、Ｒ２は炭素原子１～８個を有するアルキル基、酢酸ビニル、またはこれら
の組合せである）から形成される１種または複数種の基であり、
　Ｙが、ＣＨ２＝ＣＨ（Ｒ１）－Ｃ（Ｏ）－ＯＲ３

（式中、Ｒ３はグリシジルであり、Ｒ１はＨ、ＣＨ３、またはＣ２Ｈ５、アクリロニトリ
ル、メタクリロニトリル、スチレン、および一酸化炭素である）からなる群から選択され
るモノマーから形成される基である、強化剤と、
　を含む（各重量パーセントは熱可塑性組成物の総重量を基準とする）、熱可塑性組成物
。
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【請求項２】
　前記１種または複数種のセルロースエステルが、酢酸セルロース、プロピオン酸セルロ
ース、酪酸セルロース、およびこれらの組合せからなる群から選択され、かつ前記ポリア
セタールがホモポリマーである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記ポリアセタールが、０．１～１０．０ｇ／１０分のメルトフローレートを有する、
請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物から製造される物品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
【表１】

　以下に本明細書に記載の主な発明につき列記する。
［１］
　（ａ）８７～３０重量％のポリアセタールホモポリマー、ポリアセタールコポリマー、
またはそれらの組合せ、
（ｂ）１０～６０重量％のＣ１－Ｃ６アルキルカルボン酸の１種類または複数種類のセル
ロースエステル、および
（ｃ）３～１５重量％の少なくとも１種類の強化剤
（各重量パーセントは熱可塑性組成物の総重量を基準とする）を含む、熱可塑性組成物。
［２］
　前記強化剤が、
ｉ）熱可塑性ポリウレタン、コポリエーテルアミド、およびコポリエーテルエステルから
なる群から選択され、かつ－２０℃未満のソフトセグメントガラス転移温度を有する熱可
塑性エラストマー、
ｉｉ）式Ｅ／Ｘのエチレンコポリマーであって、Ｅがそのエチレンコポリマーの６０～９
０重量％を構成し、かつＸが１０～４０重量％を構成する、エチレンコポリマー、
ｉｉｉ）式Ｅ／Ｘ／Ｙのエチレンコポリマーであって、Ｅがそのエチレンコポリマーの４
０～８９．５重量％を構成し、Ｘが１０～４０重量％を構成し、かつＹが０．５～２０重
量％を構成する、エチレンコポリマー、および
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これらの組合せからなる群から選択され、
Ｅが、エチレンから形成される基であり、
Ｘが、ＣＨ2＝ＣＨ（Ｒ1）－Ｃ（Ｏ）－ＯＲ2

（式中、Ｒ1はＨ、ＣＨ3、またはＣ2Ｈ5（好ましくはＨまたはＣＨ3、最も好ましくはＨ
）であり、Ｒ2は炭素原子１～８個を有するアルキル基、酢酸ビニル、またはこれらの組
合せである）から形成される１種類または複数種類の基であり、Ｙが、ＣＨ2＝ＣＨ（Ｒ1

）－Ｃ（Ｏ）－ＯＲ3（式中、Ｒ3はグリシジルであり、Ｒ1はＨ、ＣＨ3、またはＣ2Ｈ5、
アクリロニトリル、メタクリロニトリル、スチレン、および一酸化炭素である）からなる
群から選択されるモノマーから形成される基である、［１］に記載の組成物。
［３］
　前記１種類または複数種類のセルロースエステルが、酢酸セルロース、プロピオン酸セ
ルロース、酪酸セルロース、およびこれらの組合せからなる群から選択される、［１］に
記載の組成物。
［４］
　前記１種類または複数種類のセルロースエステルが、１００～２２５℃のガラス転移を
有する、［１］に記載の組成物。
［５］
　前記ポリアセタールがホモポリマーである、［１］に記載の組成物。
［６］
　前記ポリアセタールが、２０，０００～１００，０００の数平均分子量を有する、［１
］に記載の組成物。
［７］
　前記ポリアセタールが、０．１～１０．０ｇ／１０分のメルトフローレートを有する、
［１］に記載の組成物。
［８］
　前記ポリアセタールが、炭素原子２～１２個のアルキレンオキシドからなる群から選択
されるコモノマーの共重合から得られるコポリマーである、［１］に記載の組成物。
［９］
　［１］に記載の組成物から製造される物品。
［１０］
　ハウジングまたはスプロケットを含む、［９］に記載の物品。
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